
1.10 　疾病分類別患者数及び平均在院日数
■解説

算式

単位

期間 令和4年度（2022年4月1日～2023年3月31日）

患者数
平均

在院日数
患者数

平均
在院日数

患者数
平均

在院日数

Ⅰ 感染症及び寄生虫症 139 19.7 78 20.0 61 19.3

Ⅱ 新生物＜腫瘍＞ 1,475 14.8 781 15.7 694 13.8

Ⅲ 血液・造血器疾患・免疫の障害 48 11.4 24 12.3 24 10.4

Ⅳ 内分泌，栄養及び代謝疾患 80 18.5 53 17.0 27 21.4

Ⅴ 精神及び行動の障害 9 16.6 2 2.0 7 20.7

Ⅵ 神経系疾患 64 12.9 39 12.5 25 13.6

Ⅶ 眼・付属器疾患 166 2.4 73 2.4 93 2.4

Ⅷ 耳・乳様突起疾患 39 6.4 14 7.4 25 5.8

Ⅸ 循環器系疾患 784 14.8 501 12.8 283 18.5

Ⅹ 呼吸器系疾患 506 17.7 331 18.1 175 16.7

ⅩⅠ 消化器系疾患 799 10.0 473 9.0 326 11.4

ⅩⅡ 皮膚・皮下組織疾患 38 13.5 23 12.9 15 14.4

ⅩⅢ 筋骨格系・結合組織疾患 88 17.5 48 18.4 40 16.4

ⅩⅣ 尿路性器系疾患 365 12.7 175 12.1 190 13.1

ⅩⅤ 妊娠・分娩・産褥 95 8.2 95 8.2

ⅩⅥ 周産期に発生した病態 40 8.2 22 8.2 18 8.2

ⅩⅦ 先天奇形・染色体異常 13 4.6 9 5.0 4 3.8

ⅩⅧ 症状、徴候他不明確状態 114 10.1 52 6.7 62 12.9

ⅩⅨ 損傷・中毒他外因の影響 352 16.4 182 15.5 170 17.4

ⅩⅩⅠ 健康状態への要因、他 26 8.3 16 8.8 10 7.5

ⅩⅩⅡ 特殊目的用コード 263 14.6 150 15.7 113 13.1

合計 5,503 13.7 3,046 13.7 2,457 13.8

疾病分類(大分類2013）
合計 男 女

　国際疾病分類（ICD-10）を用い、疾病分類別に退院患者総数及び平均在院日数をもとめたもの
です。
　当院では全体的に患者数が年々増加しているが、平均在院日数はおおむね減少傾向にありま
す。

【疾病分類別平均在院日数】　（分子／分母）×１００
分子：疾病分類別退院患者の延入院日数
分母：疾病分類別退院患者実数

実数（人）
平均在院日数（日）


